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令和５年度ひろしま自然保育推進事業 活動報告書 

 

 

 

令和 6年 4月 30日 

 

 

 

廿日市市陽光台５丁目１番地 

社会福祉法人みどり会 

理事長 柳瀬 昌央 

（みどりの森ようこうこども園） 

 

１ 活動報告 

 

【４月～６月】(春季)               【７月～９月】(夏季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１０月～１２月】(秋季)            【１月～３月】(冬季) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・たけのこ堀り 

・竹を使用した玩具作り 

・夏野菜植え 

・泥、水遊び 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・水遊び 

・お泊りキャンプ（年長） 

・夏野菜収穫、クッキング 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・芋掘り 

・焼き芋会 

 

（活動内容）・箇条書きで実施した内容を羅列 

・腐葉土づくり 

・冬野菜収穫、クッキング 

・弥山登山（年長） 



活動報告（詳細） 

 

１シーズンにつき最も印象的だった活動のエピソード１つご記入してください。 

エピソードは、活動プロセス、保育者の関わり、子どもの育ちの見取りを端的にお願いします。 

写真は基本 1枚です。 

 

【４月～６月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【７月～９月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

園の裏山に玩具として使うための竹を年長組で取

りに行くと、たけのこを発見。 

 

「たけのこがある！取ってみよう！」と子どもたち

は興味津々にたけのこ堀りに夢中になっていまし

た。 

一人でたけのこを掘ることは難しく、近くにいる友

だちに協力を求めながら一つのことを成し遂げよ

うとしていました。 

 

掘れた時の「やったー！とれた～！」と喜ぶ表情や

姿が達成感に満ち溢れ、とても印象的でした。 

取れたたけのこは、たけのこご飯にしておいしくい

ただきました。 

（エピソード記述） 

年長のお泊り保育では、釣り堀でのニジマス釣りを

経験しました。釣り堀に到着すると、大雨！！でも

手作りのカッパを来て雨も楽しんでいる子どもた

ちでした。 

雨も上がり、釣り始めたもののなかなか釣れません

でしたが、やっとの思いで釣り上げた時、子どもた

ちは大喜びでした。 

 

水辺の生き物や魚など本物に触れる体験を通して、

色んな気づきもうまれていました。 

 

夕飯後には、園の畑で育てたスイカとメロンを食べ

ました。自分たちで育てた物は格別で「おいしー」

「あまいわ～」と、何度もおかわりをしていました。 

 

 

 

（写真） 

 

 



 

【１０月～１２月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１月～３月】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（エピソード記述） 

６月に苗を植え、水やりや草抜きを子どもたちと一

緒に取り組みました。 

 

芋ほりでは「みて～おおきい！」「ここにも芋が見え

る！」と、自分たちの手で一生懸命土を掘り進めて

いました。乳児・幼児と分かれて行い、全クラスで

楽しむことができました。 

 

１１月にはみんなで収穫した芋を使って焼き芋大

会をしました。年少がお芋を水で洗い、年中がお芋

を新聞やアルミで包み、年長は火おこしをしまし

た。焼きあがるまでの時間も「もういいかな～」「お

おきいのがいいな」と会話をしていました。 

みんなで美味しく頂きました。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 

（エピソード記述） 

年長クラス最後の力を合わせて、宮島の弥山登山に

挑戦しました。「よし！！」と、気合い十分でスター

トをきりました。 

 

すれ違う登山客の方ともコミュニケーションを取

り進んでいました。 

 

途中「つかれた」と、足が止まったり、何度も休憩

をとったりしながらも、みんなで頂上に到着。 

 

「やったー！！」と、一人ひとりが達成感を感じて

いました。頂上の景色は綺麗で「保育園あそこかね

～」「海も見えるじゃん！」と、登ってきた疲れもす

ぐに吹き飛んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

（写真） 

 



２ その他（自然体験活動の実施における今年度のプロセス）※記入必須 

 

 ・ 職員の資質向上について 

（例）こども環境管理士を担当保育士が取得（12月） 

   ・自然保育に関する研修会へ参加し、見学や情報交換等を通して他園の取り組みを知り自園に活かす 

   ・自然保育アドバイザーの派遣依頼をし、植物などの自然物を知る機会を設けたり、園周辺の山の中で

の遊び方や活動等を学ぶ 

 

 ・ 地域との関わりについて 

（例）専門知識のある地域の方に園庭のぶどうの木の選定や野菜づくりを月一回交流（毎月） 

  ・近隣にあるグランドゴルフ場にヤマモモの木や栗の木等があり、利用されている高齢者の方との交流を

図りながら採取をする 

 

  ・ 保護者との関わりについて 

 （例）果物や野菜を保護者と一緒に収穫（毎月） 

   ・園周辺の草刈りや裏山整備を保護者の方と一緒に行う（年２回） 

   ・保育参加を通して保護者の方と一緒に散歩へ行く（随時） 

 

・ その他 

   ・昨年（令和 5年）9月～11月で園近郊の山で熊の目撃情報が相次ぎ、例年行っていた山散歩や探索を 

中止することとなった。今後の情報収集や安全対策等をしっかりと行っていき、今年度は山散歩の再 

開を目指していく。 

 

 

＊より詳しく活動をアピールしたい施設は、ホームページや SNSの URLをご記入ください。 

 

U R L 

 

 

 

 

 


